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【はじめに】 当院では、標榜診療科 31 科で集中治療 7 

部門（ICU、CCU、ECU、NCU、NICU）を含む病床数 1000 8 

床を整備し急性期高度医療の提供に力を注いでいる。 9 

また、救命救急センターが併設されており、千葉県 10 

第 3次救急に指定されている。 11 

【背景】どんなに気をつけていても、病院にいる限 12 

り、患者の急変に遭遇する可能性がある。特に生理 13 

機能検査室のスタッフは、患者と直に接して検査を 14 

行い、トレッドミルまたは心肺運動負荷試験等の検 15 

査では、患者に負荷をかけるのでより急変に遭遇す 16 

る可能性が高いと思われる。当院では外来採血業務 17 

も生理機能検査室のスタッフが中心に行っており、 18 

採血時にも急変に遭遇する可能性が高い。 19 

【検査室患者急変時対応】外来にて、心電図検査時 20 

に ST 上昇、胸部症状がある場合や、 心肺運動負荷試 21 

験中に致命的な不整脈が出現した場合、採血時の気 22 

分不快・失神等の対応を基本的にはマニュアルに沿 23 

って対応している。また、院内にて定期的に BLS や 24 

ACLS の講習会を行っているので、スタッフに積極的 25 

に参加するように指導をしている。 26 

【病院全体としての対応】検査室や、病室だけでな 27 

く、廊下や待合室等で倒れている人（心肺停止を疑 28 

う）を発見した場合には、内線のコードブルー専用 29 

回線に連絡し、手の空いている医師、看護師、ME が 30 

駆けつける体制となっている。 31 

【その他】病院全体としてコードブルーの他に、患 32 

者急変時ではなく、職員が威嚇、暴言を受け暴力行 33 

為等への発展の恐れが予想される場合や、暴力行為 34 

が発生し、 間がなく緊急の対応が必要とする場合は、 35 

緊急度に応じて関連部署への連絡や館内放送による 36 

コードイエロー、コードレッドの発令もある。 37 
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